
税関様式T第1180号

平成　　　　　年　　　　　月　　　　　日

税　関　御　中

申　出　者

　　住　　　　　　所

　　氏名（名称及び代表権者の氏名）  

　　（署名）

　　（関税の額）        　　　　　 　　（関税の額）   　　　　　　　　
　　（算出根拠） 　　（算出根拠）

上記の関税額について相違がないことを証明する。

　　税　　　　　　　　関　　　　 

（注）１．　申出者欄には、住所及び氏名を記載の上、押印又は署名のいずれかを選択することができます（法人においては、法人の住所及
　　 　　び名称並びにその代表権者の氏名を記載の上、法人又は代表権者の押印若しくは代表権者の署名のいずれかを選択）。

(規格A4)

く。）の写し又は課税原料品による輸出貨物の製造終了報告書等、証明申出書に係る貨物の関税の軽減、免除、払戻し額等の計
          算に必要な書類を添付して下さい。

　 関税定率法第14条の2の規定により関税の軽減を受けるため必要があるので、下記の貨物に係る関税の額について証明を受けたいので
申し出ます。

た関税の額とその算出根拠 かった関税の額とその算出根拠 の 許 可 年 月 日

証　　　　　明　　　　　書

　　　平成　　　　年　　　　月　　　　日

２． この証明申出書（2通）には、輸出（積戻し）の許可書、貨物製造報告書の写し、貨物製造証明書（令別表第2の貨物を除

輸 入 原 料 品 等 の 関 税 の 額 の 証 明 申 出 書

記

関税の額について証明を受けようとする輸入貨物 関 税 の 軽 減 を 受 け よ う と

す る 貨物の輸 出 （ 積戻 し ）
品　　　　　　　　　　　　名 数　　　量

軽減、免除又は払戻しを受け 保税作業によったため課されな

別紙７－４


